





















































































































































































































































的に異なる O 言い換えると、人間の髄値意識は多様なものであるc パ…ソ
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( 6 ) ギアツはシン;fミリズムを中心に宗教と文化そのものを定義し、シンボリ
ズムの働きに3重点をおいている。この見地によれば、シンボ、リズムと鵠舗
は区別されているが、額植はシンボ、リズムに従属しており、その重要性は
明らかに在らない(G配 rtz，1973) 0 
































門システムであると論じている(ギヂンズ1993: 35-53 ; 102叩 116)0
(ll) 縁起説は仏教思想、における基本的な悶巣法を十二縁起にわけて説くもの
である(永野、 1972: 157-174)。
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